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１．目的：草木染などの天然染料を使用する場合、国内産の材料の調達が難しくなっ
てきており、代替品や少量の材料で同じ成果が得られる手法が解明されることで衰
退を食い止めることができる。
２．用途：国宝や重要文化財などの修復・保全への活用
３．実施内容：天然染料を利用する草木染では、アルミ媒染剤として関東以西では
椿灰、椿の生息していない関東以北ではサワフタギ灰が使われており、含有成分に
差異はあるのか。更に、関東以北では媒染染料の製法として少量の染料部材を複数
回に分けて媒染染料を作成して染色する技法があり、染色過程における媒染染料の
含有成分の変化と染色効果を確認したい。

実験
Experimental

複数回に分けて作成される媒染染液及び媒染液中に含まれる４元素（Al, K, Ca, Fe）
の濃度をICP-MS （WS-024）を用いて測定する．
（実験手順）
1. 提供された各試料を手で振って攪拌した後，マイクロピペットで1.5 mL分取
し1.5 mL のエッペンチューブに入れた．
2. 遠心分離機（MS 1, アズワン社製）を用いて，6800 rpm で10 min間、遠心分離
を行った．
3. 100 mLメスフラスコに濃硝酸0.75 mL と超純水を約50 mL 入れた溶液を 用意し
た．
4. メンブレンフィルター（0.2 μm）で濾過した試料1.0 mL を上記のメス フラス
コに添加し，標線まで超純水を入れた．
5. メスフラスコを攪拌し，最終的に実試料を100 倍希釈した0.1 mol/L の 硝酸溶
液を調製し測定試料とした．
6. 市販のICP-MS 用汎用混合溶液（XSTC 2222，西進商事）を用いて検量線用標準
溶液（0, 1, 10, 100 ppb）を調製した．
7. ICP-MS 装置（WS-024）で測定を行った．

結果と考察
Results and Discussion

•媒染剤となる木灰液にはAl, K が多量に含まれており，特にサワフタギ灰液には椿
灰液の約４倍のAl が含まれていた．（図１）
•染液中のAl とFe の含有量は，染色回数に従い減少するが，その物質量比（=Al/Fe）
には増加傾向が見られる．(図２）
今回の実験では、従来から行われてきた手法の科学的な裏付けが解明され、文化財
修復や草木染（古代染色法）の現場では、材料確保が難しくなってきており、代替
品利用を含めて新たな手法の開発の可能性がみえてきた。
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図１ 各染液と媒染液中のAlの濃度測定結果 (a) とKの濃度測定結果 (b)
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図２ 染液中のAlの濃度測定結果 (a)、Feの濃度測定結果 (b)及びAlとFeの濃度
比(Al/Fe) (c)
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